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シリーズ企画「３．１１大震災」 

 

溶融する原発周辺地域の市町村 

玄侑宗久・東日本大震災復興構想会議委員  

 
２０１１年７月９日 

 

芥川賞作家で、福島原発から約 45 キロの三春町にある臨済宗妙心寺派福聚

寺住職の玄侑氏は以下の点を強く指摘した。①住民の県外流出で原発周辺地

区の市町村自体が溶融し始めている ②政府、東電などによるダブルバイン

ドの情報発表のせいで、人々の間に情報価値の暴落が生じており、それが県

民を無力感へ押し流す ③20 キロ圏内の牛の殺処分は、内部被曝問題での福

島県民差別にもつながる懸念がある。また、僧籍の立場から、破壊された東

北の宗教施設への公費支援の必要性を求め、総背番号化につながるので復興

税には消費税を入れるべきではない、とも。 
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今回、ひょんなことで、復興構想会議の委員

ということを仰せつかりました。坊さんでもあ

るものですから、宗教界から――福島県民から

もそうなのですが、いろいろな方がアイデアを

寄せてくださるというか、プレッシャーをかけ

てくるというか、ぜひこういうふうにしてほし

いとか、いろいろなことをいってこられます。

ありがたいやら大変やらという状態が 75 日間

続いたわけです。 

 

5月の福島「自殺者」昨年比４０％増 

 

本当にこの 75 日というのは夢のような時間

でありまして、お寺（三春町 原発から 45キロ）

のほうも、いまだかつてないほど自殺する檀家

さんが多かったのですね。2カ月で 5人、3カ月

で 6 人。ご承知かと思いますけれども、5 月 1

カ月の自殺者は、宮城、岩手は横ばいでありま

すが、福島県だけは昨年比 40％増であります。

6月も増加しております。 

今回、「復興構想 7原則」の冒頭に「『いのち』

への追悼と鎮魂」という言葉がうたわれたこと

は、非常に喜ばしかったと思っています。けれ

ども、一方で、追悼と鎮魂をするための施設が

破壊されている。30km 圏内については約 60 の

お寺があるのですが、中には 70過ぎた和尚さん

で「檀家さんがまだいるし、おれはいる」とい

って残っている方もいます。しかし、あらかた

は避難しているわけですね。その和尚一家の家

族も。 

一時帰宅で何を持って帰ろうとかいって、お

寺の場合はご本尊様だろうとだれもが思うので

すけれども、70cm四方の袋にはご本尊様は入ら

ない。一般市民が住宅から持ち帰るのと同じ扱

いしかしてもらえてないという、ちょっと悲し

い状況であります。「『いのち』への追悼と鎮魂」

と第 1条にうたいながら、その鎮魂をするため

の宗教施設が壊滅的な打撃を受けているわけで

す。 

これは宗教そのものへの打撃といってもい

い部分があります。日本の神道というのは、海

とか、山とか、大きな岩とか、そういう自然物

そのものをご神体として祭るというあり方があ

るわけです。明らかに日本古来の神といわれる

のは、大穴牟送神（おおなむちのかみ）という

のですけれども、これは後に大国主（おおくに

ぬし）になったといわれるのですが、大穴牟送

というのは大穴持（おおあなもち）なんですね。

大きな穴を持っている。つまり噴火口です。火

山の神というのが、日本古来の神なのです。で

すから、地震とか、津波とか、そういうものは

初めから脅威として祭るというか、なだめると

いうか、そういう神社が多いわけです。 

原発事故で最も大きなダメージを受けたの

は、そのご神体そのものです。海や山。こうい

うものは東北に限らず、初日の出を受けながら

海に入っていくとか、山に登るとか、それによ

って身が清まるという信仰、思想があるわけで

すね。ところが、海に入っていこうとすれば、

何ベクレル（Bq）だという話ですから、そうい

う自然そのものが汚されてしまったことによっ

て、果たして日本の神道はそのベースを守り切

れるのかどうか。 

明治の初めに、各神社にご神体として鏡を配

ったのですね。もう山だ、海だいってないで、

ご神体はこれにしなさい、と。そういうことが

あったわけですが、本来、東北には自然そのも

のへの信仰がまだ根深く残っています。そうい

うものが果たして生き残れるのかということが

いま非常に心配です。 

仏教も同じでありまして、福島県で非常に自

殺が多いというのは一体どういうわけなのだろ

う。確かにひどいことが起こっているけれども、

何でなんだろう。 

余震というのもあります。きのうの午前 3時

過ぎですか、震度 4の地震があったそうなので

す。私はちょっと気がつきませんでした。震度

4 くらいはすでにあんまり気にならなくなって

いるのですが、午前 3時半ですので深い眠りに

ありまして、わかりませんでした。けれども、

多分精神が不安定な人にとっては、あれはもの

すごく怖いと思いますね。夜中の余震。 

そしてまた、リストラというのが次々起こっ

ています。それから放射能ですね。放射能の何
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が自殺を促すのだろうか。我々の無常であると

いう世界認識というのは、時に明るい方向に作

用することがあるわけです。いまの最悪な状態

もいつまでも続くわけじゃないよという思いを

助ける考え方としても、「無常」というのはある

わけです。 

ところが、どうも無常じゃないんですね。セ

シウム 137は、半減期が 30年ですね。まだかわ

いいほうでありまして、プルトニウム 238 は 2

万4000年、プルトニウム244は8000万年です。

8000万年たって半分になりますよって、これは

ほとんど諸行無常に反しますよね。ですから、

いつまでも同じじゃないよ、最悪じゃないよと

いうのが、放射能のためにいえないのです。こ

のまま変わらないんじゃないかという不安。 

現実には、ソビエトの場合ともおそらく違う

のだろうと思うのです。これだけ雨の降る国に

おいて、状況というのは、私は多少違うんじゃ

ないかという気がしているのです。でも、それ

はもうちょっとたってみないとわからないこと

です。とにかく変わらないというこの思い込み

というのが、自殺にも大きく関与しているよう

な気がしております。 

 

壊滅的な宗教施設にも支援が必要に 

 

今回、お寺さんなんかも、いろいろなことを

いってきてくださったのですけれども、東北の

今回の被災地に、被災したお寺は 5,000くらい

あります。神社のほうは、ちょっと正確な数字

が把握できていませんけれども、福島県の浜通

りだけで約 300あります。神社も膨大な数です。

特に浜通りというのは、海の脅威というのが日

常的にありますので、その脅威そのものを神と

して祭るというのが日本の神道ですので、非常

に多い。そしてこれが、施設そのものも壊滅的

な打撃を受けています。 

坊さんが復興構想会議の委員になったとい

うことは珍しいのだろうと思うのですけれども、

珍しいもので、みんながいろいろいってきてく

れます。私としても、今回の被害だけは、何ら

かの援助がないと宗教施設が立ち直れないので

はないかと心配しています。つまり、檀家さん

から寄附をいただく、あるいは氏子さんの寄附

をいただいて再建するというのが宗教施設の建

前なわけですが、檀家も氏子もやられています。 

石巻などは、5 つのお寺が完全に流されてな

くなりました。その檀家さんも9割方流されて

います。おそらく、その同じ土地に家を建てる

ということは難しかろうという中で、果たして

お寺が建つべき場所を確保してもらえるのか、

そういう不安があります。地元の住民にすれば、

津波で持っていかれた位牌が欲しい、あるいは、

義援金が出たらお葬式をやりたい。それはもう

東北人の感情なんですね。ですから、去年はや

った『お葬式は、要らない』という本はちょっ

と違うだろうという感じ方が、東北にはまだ強

くあります。 

そういう意味で、復興構想というものの中に、

神社仏閣、あるいはさまざまな教会等という言

葉を、私は何とか入れてほしかったのですね。

今回、文化財とか芸能、祭り、こういうものの

復興にも力を入れなければならないということ

で、文化庁はもうすでに動き出しております。

そこに関しては、割とちゃんと復興構想の中で

書けたと思うのですね。あと、観光資源となる

神社仏閣、これも手厚くやりましょうというこ

とがうたわれています。ですが、大部分の神社

仏閣、宗教施設は、観光資源でもなければ文化

財でもないのです。ですから、私としては、「神

社仏閣、教会等」という言い方が難しければ、

「地域文化の基盤としてのコミュニティー施

設」という言い方でいいので、文化財と併置し

ていただけないかということをお願いしたわけ

です。が、なかなかこれが、だれも反対しない

のに入れてもらえなかったという結果になって

います。 

ですから、会議が終わった後で、何人かの委

員さんが慰めに来てくれました。「いや、地域コ

ミュニティー施設というものは入れてもいいと

思うけどね」というような慰めとか、あるいは、

まあ、国というのはこういうものだけれども、

実は基金のほうから出せるんじゃないか、とか。

現に中越地震のときは出しているようです。長

岡の森市長さんは、そのことを重ねて話してく
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ださいました。 

阪神のときには、宗教法人への配慮は一切な

かったのですね。ですけれども、山古志村を初

めとする中越地震のときは、基金から神社仏閣

への援助をしています。やっぱり都市と地方で

はお寺や神社の生活に占める比重というのがか

なり違うのですね。その点はご理解いただきた

いと思うのです。 

やはり今回、亡くなった人の供養をして初め

て再出発するという気持ちになれるという意味

では、墓地とか神社仏閣というのは重要な要素

になるはずなんですね。ですけれども、何を恐

れるのか、特定の宗教、宗派を支援するわけで

はないのですから、恐れる必要はないと思うの

ですが、宗教施設に対しては、一般の寺院を含

むような言い方が書き加えてもらえなかった。

そこは非常に残念だったところであります。 

正直申しますと、各宗派の本山は、県とか国

に大枚寄附しているわけです。福島県、宮城県、

岩手県に特に手厚く、億単位でお金を出してい

るという宗教もあります。だから、そのお金を

末寺のほうに回してもらえれば、ものすごく違

うのですね。 

しかし公益法人として、みんなを救わなけれ

ばという思いで、そういう大枚を社会貢献のほ

うに出していますが、そこから神社仏閣には回

ってこない可能性があるということなんです。

この辺の国と宗教施設との関係というのも、本

当に深く考えられるべきじゃないかなという気

がするのですね。 

たまたま私はこの期間中に、中部地方 6県の

教誨師さんたちの研修会で講演をしたのです。

教誨師というのはほとんど宗教者ですけれども、

罪を犯した人を更生するための時間を持ったり、

あるいは死刑にも立ち会うわけです。法務省に

対する宗教界の協力ですよ。あるいは保護司、

こういうものも宗教者抜きには行えないという

状況にあるわけです。 

宗教界は国に対してそれだけのことをして

も、このような津波のときに何もしてもらえな

いのだろうかという疑問は、根本的なものとし

て今回ちょっと感じております。もし本当に何

もしてもらえないとするなら、檀家さんからも

寄附は募れる状況じゃない中で、数年何もない

という状態が続けば、そういう施設が本当にな

くなるという可能性は否定できないと思います。 

 

許されない20キロ圏「牛」の殺処分 

 

それから、非常に気になっておりますのは、

20km圏内の家畜の処分についてですね。商品価

値がなくなってしまったであろうという、この

見方というのは、飼い主たちもわかっているの

です。しかし、だからといって、殺処分という

のは、畜産に生きてきた人間にとってはちょっ

とあり得ないやり方であります。その辺の事情

は、口蹄疫とかＢＳＥのときとは違うのですね。

あの 2つのときは、ほうっておけば拡散する、

被害が広がるということがありましたから、泣

く泣く納得して埋設処分にしたわけです。 

ですけれども、今回はなぜ殺さなければいけ

ないのかといいますと、農林水産省の話ですと、

内部被曝しているであろうからということなん

ですね。このことを許してしまうと、福島県民

に対する、そういうまなざしを認めてしまうこ

とになる。つまり、福島県民に差別が起こると

すれば、内部被曝しているであろうという、こ

れが最も大きなベースになると思うのです。内

部被曝していると何が起こるのか。何がいけな

いのか。そういう検証が何もなされないまま、

被曝しているであろうから殺すということを認

めてしまっては絶対にいけないと思います。 

福島県にはご承知かどうか、赤べこという玩

具があるのです。牛が生活を支えるというか、

家族同然の存在としているのですね。また、虚

空蔵さん、虚空蔵菩薩のお使いだともいわれて

いまして、虚空蔵尊を祀っている柳津の円蔵寺

さんとか、福島市の黒岩の満願寺さんとかには、

なで牛というのがいます。牛をみんななでるも

のですから、石とかブロンズでできているので

すが、それがつるっつるなんですね。そんなふ

うに特に牛が敬愛されている地域なんです。ま

あ、牛に限らず、豚、鶏もいますけれども、と

りわけあの地域は動物が多いのです。 
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驚いたことに、ガチョウやダチョウまでいる

のです。ダチョウですよ。ペットの数も並みじ

ゃないなと思いましたけれども、ペットはＮＰ

Ｏ法人なんかが手伝って助けて、除染してオー

ケーだということになったわけです。牛はなぜ

いけないのか。放射性セシウムを浴びた草を食

べている可能性があるという。「でも、小屋の中

にいたし、干し草は去年のものです」といって

も、細かいことは知らないという感じで、聞い

てくれないのが現状です。 

5月 12日に殺処分という方針が出ました。こ

れまでは放射性廃棄物として扱うので、処分保

留だったのです。殺処分というのは、筋弛緩剤

を打つわけです。獣医たちのストレスも甚大で

す。そんなことはしたくないのです。そして、

筋弛緩剤を打った後で、腐敗防止のために消石

灰をかけて、ブルーシートで覆って、そのまま

放置するということなんですね。畜産業をやる

人間にとっては、そんなことを認めたら、おれ

は子供に何を教育すればいいんだということに

なる。いってみれば、畜産にかかわる人間に踏

み絵を迫っているのです。それができるような

ら畜産はできない、というくらいのひどいこと

ですよね。 

きょうの新聞にもありましたが、放射性廃棄

物、そして「埋却」という言葉を使うのですね。

埋葬といえとまではいいません。が、本当は埋

葬といってほしい。でも、農林水産省は埋却す

ることを許可した、と。埋めていいということ

にはなったようでありますけれども、依然とし

て、飼い主の許可を得なければその処分はでき

ず、許可を与えた人はまだ 3割弱であります。

まだというよりも、当初、1頭平均 75万くらい

の補償金を出すので、何とか殺処分を認めてほ

しいといったときに認めた人以外は、ずっと誰

も認めていません。 

ですから、飼い主が承認しないまんま、ずっ

と宙に浮いたまんま、牛たちは自由にあの辺を

歩き回っているのです。許可を得て、20km圏内

に入ることができるのですが、その人が撮って

きたビデオをみせてもらいました。花は咲き乱

れ、牛や豚はいて、猫も犬もいっぱいいて、極

楽のようだという人もいましたが、これは強烈

な皮肉です。 

ご承知かと思いますけれども、あの圏内には、

まだ暮らしている人がいます。「気持ちはありが

たいけど、私はここで死にますから結構です」

という人の首根っこをつかまえて出すわけには

いかないわけですね。どこで死ぬかの権利は自

分で選べるだろうというわけでありますから、

そういう人もまだ数十人いる。ですから、牛を

飼ったままいる人もいます。また、牛にえさを

やりに毎日通っている人もいます。この状態を

いつまで続けるのかということであります。 

せめて、内部被曝についての研究を進めるた

めに、生きさせてほしい。おそらく牛について

そんなに細かい研究があるとは思われないので、

そういう研究素材としてでも生き残して、いろ

いろ調べてもらいたいと思います。 

そういう動きも実際にあります。日本獣医師

会も動き始めましたし、日本学術会議も動き始

めました。何人かの国会議員も動き出しました

が、まだ国は方針を変えていません。ただ、こ

の方針を変えないまんま、あそこの中の動物た

ちが自然死みたいな事態になることだけは認め

られない。内部被曝しているであろうからとい

って、そこまでひどいことをするのは許されな

いはずです。今の状態は国がそういう範を示す

ことにもなり、それは繰り返しますが福島県差

別に直結します。 

 

情報なく検査先行の内部被曝問題 

 

内部被曝、わからないわけですね。はっきり

いって、内部被曝というものについてはまだ無

知です。みんな、ベクレルとシーベルトはなれ

ましたでしょう。でも、まだ cpmというのはな

じまれていない。cpm、これが気になって、千葉

の放医研まで調べに行っていいのだということ

です。県民 200万人、誰が行ってもいいんだよ

というような話になっている。福島県には、そ

れを調べるホールボディーカウンターはまだ 1

台しかないですね。追加して 5台頼んだわけで

すが、あの機械は受注発注のようでありまして、

なかなか来ない。11月に 1台、12月に 2台、1
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月に 1台という、そういうペースでしか来ない

ようです。 

例えば浪江町の方が内部被曝を調べに行っ

た。お父ちゃんは 600cpm であった。お母ちゃん

と子供たちは、用心深くお母ちゃんのいうこと

を聞いて過ごしていたのでＮＤであった。

600cpm って、どうしたらいい数値なのか。要精

検という数字が 1,500cpm です。そして、要精検

ではなくて、何か治療しなければならないと決

まっているのが何十万 cpmなんですね。この間

って一体どうすればいいのかということです。 

これまでも、何の基準もない状態で進んでき

て、大混乱を招きましたよね。牛乳は一体何 Bq

未満なら飲んでいいのかとか、決まりも何にも

なかったわけです。海産物も何にもなかったわ

けです。とりあえず決めましょうと暫定基準値

でやってきたのですけれども、これから大混乱

を招くであろうと予想されるのが、この内部被

曝量ですね。一体 600cpm のお父ちゃんはどうす

ればいいのか。「いや、要精検未満なんだから、

安心していいんでしょう」という考え方が普通

だと思うのです。けれども、果たしてそれでお

母ちゃんは安心するだろうかという問題があり

まして、おそらく調べれば調べるほど大変なこ

とになるんじゃないかという気がしております。 

チェルノブイリというよりも、ベラルーシあ

たりの内部被曝をはかるシステムの充実ぶりと

いうのはすごい。体重1g当たり5.何Bqだから、

「あっ、大丈夫だ」といって、本当に安心して

いるのですね。日本のいまの状況というのは、

まるでこれまでがゼロであったかのごとくに感

じているというのでしょうか。大体、小学校の

校庭のことでもそうですけれども、情報の出さ

れ方がダブルバインドであったということが大

きいと思うのです。一方で、直ちに人体に影響

する値ではないといいながら、いきなり原乳と

かホウレンソウとか全県出荷停止でしょう。 

この落差というのが埋まらない。一体どっち

がうそなの？  という思いが起こってしまうわ

けですよね。同じような問題が、内部被曝につ

いて今後起こるだろうと思われます。ちゃんと、

このくらいならば安心だということをコンセン

サスとして持たなければいけない。そうする前

に検査だけ先行させてしまうのは、いかがなも

のかという気もいたします。 

大体、年間 1mSv って、例えば東京－ニュー

ヨーク間を 2往復すると、被曝量が 1mSvになる

のです。パイロットとかスチュワーデスさんと

かはどうするんですか。考えられない数値です

よね。年間 1mSvで、そんなに騒がなければいけ

ないというのは異常な気がします。 

異常に騒いでしまうほど、情報の出し方が悪

かったのだろうという気がしています。ですか

ら、内部被曝についても、いま、あまりにも情

報がない状態で、検査だけが先行するというの

を危惧いたしております。 

 

福島県からの住民の流出が続く 

 

いま、最も深刻な問題というのは、原発周辺

地区の市町村そのものがメルトダウンしつつあ

るということであります。けさの新聞では、総

務省の発表で、福島県は転入と転出との差で 1

万 7,000 人超という。これは住基台帳をもとに

したものですから、住民票を移動した人だけで

す。まだ移動はしてないけれども、よそにいる

という人は大勢います。ですけれども、例えば

町営住宅に住みたい、あるいは福祉の世話にな

りたいと思ったときには、いま住んでいる行政

に住民票を移さないと、基本的にはできにくい。

総務省は、特例的に、何とかできないかという

方法を考えたみたいですけれども、結局は、お

世話になっている市町村の判断に任せるしかな

いだろうと、そういうことのようです。 

そうすると、例えば福祉なんかは、町民から

出していただいたお金で、町民以外を同じ割引

でやるというわけにはいかないでしょう。やっ

ぱり税金も出してもらい、そういう世話もする

という、普通の行政のあり方は守らなければな

らない。とすれば、避難している人々は、どん

どん避難している行政に溶けこんでいってしま

う。どこに住んでいるかという把握がようやく

9 割方できてきたかなあという状態の中で、把

握した途端に、もとの市民ではなくなりました

ということになってきているのですね。 



 

 6

これは、本当に出エジプトのユダヤ人のよう

な、そういう状態が 4カ月続いているわけです。

当然、菩提寺の和尚もどこにいるのだろう、神

社もどうなっているのだろうという中で、例年

の祭りもできずにいるでしょう。中国人の華僑

とかユダヤ人というのは、世界じゅうに別れて

住んでいます。彼らがアイデンティティーを守

る方法として非常に重要なのは、ユダヤ人にと

っては強固な戒律です。どこにいても、この同

じ戒律を守っているという連帯感です。中国人

にとっては祭りです。どこに行っても、龍かな

んかつくっちゃって、踊り回って祭りをやるわ

けですよ。それで、我々華僑はという意識を保

つ。 

これが果たして今回避難した人々に可能だ

ろうか。おそらくどちらも不可能です。そうす

ると、元富岡町民、元大熊町民、元双葉町民と

いうような、そういうアイデンティティーとい

うのは、いま、まさに溶融しつつある。それが

どうなるのかということが、今後の最大の懸案

です。 

 

行政そのものをどうやって維持するか 

 

補償とか、そういうことに関して、個人レベ

ルのものが考えられていますけれども、行政そ

のものを支えないと、もとあった町を維持する

ことは難しいのではないか。税金も入らない。

しかし、必死に働いている役場職員に給料を出

さないわけにはいかない。補助金とか基金を取

り崩すことで､いまは何とかしのいでいるわけ

です。 

確かに補助金が多かった行政もあります。補

助金といいますか、特別なお金をもらっていた

行政もありますけれども、どんどん取り崩して

いくだけですよね。原発立地 4町村が全部いっ

ぱいもらっていたわけではないのです。それほ

ど持っていないところも多い。ですから、金の

切れ目が行政の切れ目にならないとは限らない。

双葉町なども苦しいですよね。双葉町って、考

えてみれば、福島市、郡山市、いわき市、白河

市、会津若松市、そこ全部に分散しているので

すね。行政の維持というのは大変なことです。

これが、いま最も深刻だなあと思うことであり

ます。まあ、自殺も深刻なんですけれども。 

本当はもっとおもしろい話をしたいのです

けれども、こういう深刻な話で申しわけありま

せんでした。これで終わらせていただきます。 

 

≪質疑応答≫ 

 

司会（露木茂 日本記者クラブ企画委員） 

ありがとうございました。淡々としたお話の中

に、被災の現地でなければわからない、さまざ

まな現状といったもののご紹介があったような

気がいたします。 

司会者として、まず 1つうかがいたいのです

が、いまのような話はあまり新聞とかテレビで

は報道されていないような気がいたします。特

に神社仏閣、東北の方にとっては心のよりどこ

ろであるような、そういったものがほとんどな

くなってしまっているというような現状。何か

メディアに対する玄侑さんとしての注文という

のはございますか。 

 

玄侑委員 憲法理解というのでしょうかね。

「神社仏閣って書くことは憲法違反だ」みたい

な発言を、会議の中で議長がされたんですけれ

ども、ちょっと誤解だと思うんです。特定の宗

派、宗教を支援するというのは、確かに憲法違

反だろうと思います。けれども、被災に遭った

すべての宗派の神社仏閣、教会等を支援すると

いうことは、全く憲法に違反しないと思います。

ところが、マス・メディアの方も違反と思って

いるんじゃないかと思うくらい、報道が少ない

ですね。 

 

司会 そうでしたね。それでは、会場から、

いろいろお聞きになりたいこと、あるいは疑問

点などがございましたら、お願いしたいと思い

ます。 

 

質問 復興会議の報告書を改めて読んでい
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くと、増税のこともちょろっと出てくることは

出てくるんですけれども、その中の一部にしか

すぎなくて、その割には何かメディア的には、

増税路線だみたいなことが出ているような気が

します。そのことも含めて、玄侑さんは、復興

に際して増税するということについてどういう

ご意見をお持ちなのか。あと、いまの政治状況

ですね。内輪もめというか、菅さんの、非常に

政権にしがみついているというんですかね、野

党や民主党内の混乱ぶりとか、そういうものを

含めて、いまの政治状況についてはどうお考え

になっているか。 

 

玄侑委員 税金のことについては、本来あそ

こで話し合うべきことなのかどうかということ

も、よくわからなかったわけです。第 1回の会

議が終わった後に、記者会見で議長さんが、「個

人的な考えですが」と断りながら、復興税とい

うことをおっしゃった。そこに、何らかの意図

があったような気はしております。本来、いろ

んな財政の問題というのは、あっちで決め、こ

っちで決めというわけにいかないことだろうと

思うんですね。トータルに考えて決めるところ

で考えないと、どうしようもないというところ

があります。けれども、何かあの会議そのもの

に、ある種の方向性を出してほしいという要請

があったのではないか、という気がぬぐえない

状態ですね。 

私自身は、みんなで何か助けられないかとい

うときに考えられる方法として、税金という方

法もあり得るかもしれないとは思います。けれ

ども、消費税というのは全く考えられないだろ

うという気がしておりました。それだけは入れ

ないでほしいといったんです。けれども、いろ

んな税を検討するという中で、消費税も入れる

というので、私は、それだけは抜いてくれない

かとお願いしたんですけれども、抜いてはいた

だけなかった。 

なぜ消費税を抜いてほしいかというと、被災

地にも平等にかかってしまうからです。被災地

に平等にはかけないということをいった人がい

るんですが、どうやってそれを区別するのかと

いったときに、以前から政府が考えていた総背

番号制みたいなーーー。番号で、保険の支払い

とかすべてを一本化しようという例の話しです。

とにかく、借金があるかないかまで、おそらく

最終的にはタスポまで合流するんじゃないかと

いう感じがするんですけれども、一発で個人情

報が全部わかるようなカードをつくりたいわけ

です。そんな制度に持っていかせたくないとい

う思いがあったんです。それで被災者を区別す

るというのはあり得ない。 

被災者は全国的に散らばっているわけです。

そうすると、福島県民をどうするという問題じ

ゃなくて、福島から逃れていった人間も、これ

を出せばわかるという状態になるわけです。こ

れはもう、ほとんど何か差別のベースですよね。

そういうことをするしか、消費税をかけて、被

災地だけ省くということはできないわけです。

それは非常に嫌なので、私は、消費税という方

法は入れないでもらいたいという意見です。最

も無難なのは、貯蓄にかけるという方法ではな

いかという気がしています。もう一つのご質問

は何でしたっけ。 

 

司会 菅内閣の原発再開も含めた混乱ぶり

などですか。 

 

納得できないプラント関係企業の対応 

 

玄侑委員 原発の収束をいまだに企業に任

せているという状態。あのプラントをつくるの

にかかわった企業ですね。東電、日立、東芝、

石川島播磨、そういう、あのプラントをつくる

のにかかわった人々がやっている。企業論理か

ら抜け出せませんよね。ですから、あまりにも

損することは発表したくないという企業論理が、

ずっと生き続けていると思います。 

私らにしてみると、容疑者がいつまで記者会

見するんだろうなあという感じです。容疑者に

記者会見させる国も国だよなあという、そうい

う感じがあります。あのプラント建設にかかわ

ってなくて、しかも原発施設にかかわっている、

例えば三菱重工とか、場合によっては三菱ケミ

カルとか、どうしてそういうところまでトータ
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ルにぶち込んでくれないのか。そういう外部の

人々が入らないと、あの隠蔽体質は変わらない。 

このことに関する情報価値の暴落というの

が、福島県にものすごい無気力を生んでいます。

私は福島県に、45km地点に住んでいますけれど

も、気にならないというと変な言い方ですけれ

ども、何かいってるよみたいな感じ・・・。何

ていうんですか、一言でいうと「どうせまた」

ですね。何らかの情報に対して、「どうせまた」

という態度は最悪だと思うんですが、でも、そ

ういう状態に福島県民はなってしまっています。 

いまだに、3月 21日の、関東にものすごい量

の放射性物質が飛散したという事実は明かされ

ていませんよね。もう報道で知られてきていま

すけれども。3月 15日の爆発による飛散という

のは、当然みんな知ってます。当初、16日に発

表した 15 日のデータは改ざんされたものでし

たけれども。 

でも、どうも関東にきている量がちょっと多

いよ、と。何で多いのか というと、実は 3 月

21日というのがあったわけです。このこともま

だ正式にはいってないわけです。ＮＨＫのテレ

ビで暴露してしまいましたけどね。もう何てい

うか、信用できない。これだけ重大な問題です

から、信用していませんし、期待もしていませ

んとはいい切れませんが、いい切っちゃまずい

んですけれども。 

原発の事故現場で働いている人たちが一体

どれだけ続くんだろうか。この人員の調達はど

うなるのだろう。いくらお金を出されたって、

行きたくないでしょう、皆さん。でも、だれか

やってくれないと困るわけですよね。その構造

はずっとあったわけですけれども、今回明るみ

に出た。いまも必死に人集めをしているわけで

すよ。 

 

司会 「情報価値の暴落」というお言葉があ

りましたけれども、やっぱり情報を扱う我々と

しては、非常にこれは重い言葉ではないかと思

います。情報を皆さんが信じなくなっている、

あるいは、気にとめなくなっているということ

の怖さといったようなものを伺いましたが、ほ

かに質問がある方はどうぞ。 

 

質問 無常という考え方と放射性物質の半

減期のお話がありましたけれども、仏教という

か、仏様の教えと、原子力というか、原発は、

そぐうものであるのか。あるいは、仏教の教え

からいえば、やはり原子力というのは許しがた

いものであるのか。 

 

司会 なるほど。これは、防災、減災という

お話とも、もしかしたら相通じるものがあるか

もしれませんが、いかがでしょうか。 

 

全てを相対化しようとするのが仏教 

 

玄侑委員 仏教の考え方を端的に一言でい

うならば、あらゆるものを相対化しようとする

力というんでしょうか。何でも絶対と思っちゃ

間違いだよ、ということだと思います。。特に私

は禅宗に属するんですけれども、『臨済録』とい

う本の中には、「釈迦に会っては釈迦を殺せ」と

書いてあるんですね。どんなときでもお釈迦様

だけは大事ですよという、そういう存在はない

ということです。ですから、今回、原発を生ん

だ社会の趨勢というのは、とにかく市場原理と

いうのがあり、効率主義というのがあり、そし

て集約的にシステマチックに世の中を動かして

いくのがいいんだという社会的な流れを象徴す

るものとして、私は、原子力発電というのをみ

ているんです。 

そういう意味では､全く仏教の考え方とは対

極的だと思います。効率重視どころか、どうい

う結果があるかわからないでやるのが修行でし

ょう。修行と効率は対極にあるわけです。です

から、本当に合わないんです。初めから合わな

いんですね。 

今回、再生可能エネルギーという話が出てい

て、集約的にやるわけにはいかないという。あ

る種ドメスティックなというか、ローカルな方

法をとらざるを得ない。むしろ、そういう個別

性というものの尊重というのが、仏教的かなあ
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という気がしております。 

 

司会 何が起きるかわからない自然を恐れ

るから、信仰するわけですよね。 

 

玄侑委員 はい。 

 

司会 で、そういう信仰の対象が、神社であ

ったり、ご先祖様であったり、あるいは仏様で

あったりということになるんだと思うんです。

これ、防災意識――今度は減災という言い方を

していますけれども、災害をなくす、人間の力

で克服するということになると、そういう何が

起きるかわからないものを恐れる心というのは、

必要なくなるわけですね。 

 

玄侑委員 そうですね。ですから、原子力、

ウランとかプルトニウムとかというのも、おっ

かないけれども、恵みにあずかろう、と考えれ

ばよかった。、おっかないよね、これはという、

ちゃんとした認識を国民に広がっていれば、ウ

ラン神社とか、プルトニウムをご神体に置くと

か、そういうのがあり得るかとも思うんです。

が、とにかく安全だ、安全だといっているわけ

ですから、祭る必要はなかったわけですね。 

 

司会 そうですね。そろそろ時間が参りまし

た。あと 1問にしましょう。 

 

質問 いつも取材をしていて、共同会見とか、

現場の人から話を聞いて感じることは、我々、

ここにいる人間も含めて、被災を受けてない人

間と、被災地の人たちのギャップの問題です。

被災地と、それ以外の人たちとの関係、ギャッ

プの問題というのが大きいのではないかと思う

んですが、その辺についてはいかがですか。 

 

システムが強すぎて人間関係希薄に 

 

玄侑委員 これは本当に難しいと思います。

何かしたいけれども、何をしていいかわからな

いという人は大勢いることでしょう。その思い

は被災地にも届いているし、ありがたいと思う。

だから、何かしたいけれども、何もできないで

いる人たちはいいんですよ。私は私で生活を必

死にやっているという人たちはいいんです。が、

出かけてきてくれる人たちの中に、いま大変で

すよね、例えば避難所なんていうところは毎日

の予定がいろいろあって。私は歌を歌いたいと

か、私はここへ何人かで来て楽器演奏をすると

か。毎日、避難所の人たちは客にならなきゃな

らないわけですよ。そういうことにつき合わさ

れなきゃならないのかという面も、すごくある

んだろうと思います。はっきりいって、いまは

お金にしてもらったほうが……。（笑） 

いや、ひとくくりでなく個々にみるべき話し

なのですが。こういうのがどうしてもよくない

ということがいっぱいあるわけじゃなくて、い

ろんないいことをやってくださるんですけれど

も。もちろん、こっちとしても、そういうこと

をいっちゃ申しわけないような、せっかく助け

に来てくれているというか、何か複雑な心境で

すよね。 

 

司会 ありがとうございました。ゲストブッ

クに書いていただいた言葉を紹介します。『自然

（じねん）を生きる』。間もなく出版されるご本

のタイトルでもあるそうです。 

 

玄侑委員 大震災の起こる 3 週間ほど前に、

たまたま大阪の釈徹宗さんという方と対談して

いました。それが実に、これが起こるのを予感

していたような内容なんですね。これからの社

会をどうしていったらいいのか、東北を一つの

モデル地区にして語っているんですけれども。

システムが強くなり過ぎて、横の人間関係、つ

ながりが薄れ過ぎている。そういう社会をどう

していこうかという話をしていたんです。そし

たらば、こういうことになった。ちょっと予見

的な本だったなあと思っております。 

 

司会 ありがとうございます。これまでシリ
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ーズで「3．11 震災」記者会見をやってきまし

たけれども、インフラの整備であるとか、ある

いは法律の整備であるとか、あるいはボランテ

ィアの活動といったような、主に目にみえるも

のをテーマにしてまいりました。今回は、被災

地の福島の心の問題というところまで立ち入っ

て、お話をいただきました。一番印象的だった

のは、いま、福島を中心として、被災地の皆さ

んの市町村がメルトダウンをしている。町が崩

壊している、というお話でございました。住民

の方々の心が溶融し始めているということでも

あるということで、実に深刻な問題を提起して

いただいたと私は感じております。お忙しい中、

ありがとうございました。  

（文責・編集部） 


